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令和８年度京丹後市いじめ問題対策連絡会議 第１回代表者会議 会議録 

 

１ 開催日時：令和８年６月４日（木）１３時３０分～１５時００分 

 

２ 開催場所：京丹後市役所峰山庁舎 ２階 第１２２・１２３会議室 

 

３ 出 席 者：中山 泰会長（京丹後市長） 

松本明彦副会長（京丹後市教育委員会教育長） 

髙宮知範委員（京都地方法務局京丹後支局長） 

大杉課長（京丹後警察署生活安全課）代理出席 

松本課長（京都府丹後保健所福祉課）代理出席 

市田奈津子委員（京都府福知山児童相談所長） 

眞柴泰久委員（京丹後市区長連絡協議会会長） 

松村宏之委員（京丹後市民生児童委員協議会代表主任児童委員） 

岸本繁之委員（京丹後人権擁護委員協議会子ども人権委員会委員長） 

荻 和孝委員（京丹後市ＰＴＡ協議会長） 

近藤健司委員（京丹後副市長） 

志水丈浩委員（京丹後市市民環境部長） 

藤村課長（京丹後市健康長寿福祉部健康推進課）代理出席 

蒲田有希子委員（京丹後市こども部長） 

山添勝弘委員（京丹後市消防本部消防長） 

川村義輝委員（京丹後教育委員会教育次長） 

西村久美子委員（京丹後市園長・所長会代表） 

山副雅彦委員（京丹後市立小学校長会長） 

 

欠 席 者：上田 誠委員（北丹医師会代表） 

大原豊淳委員（京丹後市保護司会会長） 

西原あおゐ委員（京丹後市立中学校長会長） 
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事 務 局：金子隆行（京丹後市教育委員会事務局学校教育課長） 

伊東秀晃（京丹後市教育委員会事務局学校教育課主幹兼指導主事） 

片栁弘司（京丹後市教育委員会事務局学校教育課主幹） 

田辺美幸（京丹後市市民環境部市民サービス統括監兼市民課長） 

山田香織（京丹後市市民環境部市民課主任） 

 

４ 議 事 

（１）令和７年度いじめの防止等のための取組結果 

（２）市のいじめの現状（令和７年度「京丹後市いじめ調査（年間）」の 

まとめより） 

（３）令和８年度いじめの防止等のための活動計画（案） 

（４）情報共有・意見交換 

 

５ 公開又は非公開の別  公開 

 

６ 傍聴人の人数     ０人 

 

≪議事経緯≫ 

 

学校教育課長： 定刻となりましたので、ただいまから「京丹後市いじめ問題対策連絡会議

令和８年度第１回代表者会議」を開会させていただきます。皆様方には、ご

多忙の中、本日の会議にご出席賜り、誠にありがとうございます。 

私は、本日の司会を務めます、教育委員会事務局学校教育課長の金子と申

します。どうぞよろしくお願いをいたします。 

それでは、開会にあたりまして、中山市長より開会の挨拶を申し上げま

す。 

中 山 会 長： 皆さんこんにちは。本日は、いじめ問題の対策連絡会議ということで、市

内各所からまた福知山のほうからもお越しいただきました。本当にありがと

うございます。 
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日頃はそれぞれのお立場でこのいじめの問題をはじめ様々な課題に丁寧に

対処いただいております。心からの感謝申し上げたいと思います。 

さて、今この社会は、中東やウクライナの状況が続いて広がるというよう

な状況の中で、経済的には諸物価の高騰があり、あるいはいろいろな資材が

入ってこないということで、大変な経済社会の状況になっている。加えて、

国際的な人権の状況も、これはもう看過できないような状況が続いていると

いうようなことでですね、一刻も早いこの状況の終結と平和の回復、これを

要請し、また祈念をするばかりでありますけども、このことが、よく言われ

るように、子どもの社会というのは、大人の社会の写し鏡だと言われますよ

うに、こういったこと、そしてそれに伴う、社会の様々な状況というのが、

子どもと子どもの関係、人権の問題ということに、悪い影響をきたすという

ことがないようにしていかないと、これは社会全体の課題であると、大人た

ちの課題だというふうに思いますし、その影響の払拭ということに、しっか

りと社会全体で努めていかなければならないというふうに思っております。 

今日はこの後、いじめの状況の報告も事務局のほうからしていただきます

けども、総数がどうだというようなことについては、年々この分野は減り、

この分野は増えるとか色々あるんだろうと思うんですけども、もちろん全体

の総数がより少なく、より健全な方向に行くということはもとより大切なこ

とであると思いますけども、大切なことは、１件１件丁寧に向き合って、そ

して早期の対応で万一にも重大な事態のほうに行くようなことがないように

しっかりとしていかなければならないと思いますし、その重大事態の一番最

悪のケースが自ら命をということであるわけでありますけども、そういった

ことっていうのは、発生する前にどういう状況だったんだと、気づいていた

のかということとの関係でいうと、実際何も兆候に気づけないというような

ことから突然そうなってしまうということは、全国的にも往々にあるという

ことからすると、数の多寡にかかわらず、ないように見えても、本当にどう

なんだという問題意識で、日頃からしっかりと大人たちが目配せ、留意して

いかなければならない課題であると、非常に難しい面がある繊細な課題でも

あると思いますけども、そういったことがあるわけですので、しっかりと社

会全体で、大人たち自ら襟を正していくということとともに、しっかりと子
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どもたちの社会、個々の子どもたちへの温かい、また行き届いた向き合い方

をしていく必要があるというふうに思っております。 

京丹後では令和７年度から、子どもの相談をしっかりと受けていこうとい

うことで、通年、終日を通じてタブレットの中にあるアプリからいつでもご

相談いただける環境を整え、対応しているところでございます。いろんな工

夫を教育委員会のほうを中心にしてくださっているということであります。 

そういう報告もあろうかなと思いますけども、引き続き様々な工夫を加え

て、いじめのよりない、より健全な、安心して子どもたちがたくましく成長

していけるような環境づくりをしっかりしていきたいなと思いますので、今

日はその上での実り多いこの場になりますことを心からご祈念申し上げる次

第でございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

学校教育課長： ありがとうございました。本日は、ご都合によりまして、京丹後警察署長

様、京都府丹後保健所長様、北丹医師会長様、市保護司会長様、市健康長寿

福祉部長より欠席の連絡がありましたので、ご報告申し上げます。 

なお、京丹後警察署からは生活安全課の大杉課長様、丹後保健所からは福

祉課の松本課長様、市健康長寿福祉部からは健康推進課の藤村課長が代理に

てご出席いただいております。 

それでは、新しくご出席いただいた方もおられますので、自己紹介をお願

いしたいと思います。皆様の名簿は、本日の次第の裏面に掲載しております

ので、あわせてご確認ください。それでは、京都地方法務局京丹後支局長様

から、順に所属とお名前をお願いいたします。 

 

＜ 委 員 自 己 紹 介 ＞  

 

学校教育課長： ありがとうございました。次に、本会議の成立についてご報告を申し上げ

ます。京丹後市いじめ問題対策連絡会議設置要綱第６条第２項の規定によ

り、本日、半数以上の委員のご出席をいただいておりますので、会議の成立

をご報告させていただきます。 

次に、配布資料の確認をさせていただきます。お手元の資料をご確認くだ

さい。 
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・資料１ 法施行を踏まえた市の取組の経過 

・資料２ 令和７年度いじめの防止等のための取組結果 

・資料３ 令和７年度「京丹後市いじめ調査（年間）」のまとめ 

・資料４ 令和８年度いじめの防止等のための活動計画（案） 

・資料５ 京丹後市いじめ防止等基本方針 

・資料６ 令和７年度京丹後市いじめ問題対策連絡会議 

代表者会議 会議録 

・資料７ 京丹後市いじめ問題対策連絡会議設置要綱 

以上、配布資料に漏れ等はございませんでしょうか。 

続きまして、次第２の確認事項に入らせていただきます。 

「いじめ防止対策推進法の施行を踏まえた市の取組の経過」について、事

務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局：次第２ 確認事項「いじめ防止対策推進法の施行を踏まえた市の取組の経

過」説明 

 

学校教育課長： ただいまの確認事項につきまして、ご質問等がありましたらお伺いしま

す。この期間の経過ということで、ご説明をさせていただきました。 

ご質問はないようですので、それでは、本会議は、設置要綱第４条の規定

に基づき、会長の中山市長に議事を進行していただきます。 

中山市長、よろしくお願いいたします。 

中 山 会 長： それでは議事を進めさせていただきます。 

議事につきましては、（１）、（２）、（３）ともに関連しますので、一

括して事務局から説明を受けたいと思います。その後に議事（４）も兼ねて

質疑、情報共有・意見交換を行いたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

また、議事（３）については、委員の皆様のご承認を得たいと思いますの

で、その際はよろしくお願いいたします。 

それでは、事務局から一括して説明をお願いします。 
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事 務 局：議事（１）「令和７年度いじめの防止等のための取組結果」説明 

 議事（２）「市のいじめの現状」説明 

 議事（３）「令和８年度いじめの防止等のための活動計画（案）」 

 説明 

 

中 山 会 長： ありがとうございました。議事に関連が互いにありますので（１）、

（２）、（３）とさせていただいたのですが、説明が長くなってご負担をお

かけしたかも知れません。ご容赦ください。 

それではただいまから、ご質問、ご意見ありましたらお願いを申し上げた

いというふうに思います。どなたからでも、いかがでしょうか。 

もしあれでしたら、これが今日の会議の最初で最後の意見交換の場ですの

で、お１人ずつ賜りましたらと思いますけども、よろしゅうございますでし

ょうか。髙宮様。 

髙 宮 委 員： ちょっと教えていただきたいんですけれども、いじめ調査を年間３回され

ているということで、解消率という数値もご紹介いただきましたが、解消と

はどのようにして把握されるものなのかというのが分からなかったので、ど

うやったら解消になるのかちょっと教えていただけますでしょうか。 

事 務 局： はい。第１回目の調査のあと第２回目調査というのを行いまして、そのと

きに第１回がどうだったかというふうなところでの項目がありまして、そこ

で解消したが、まだ３か月経っていないとか、今行為が止んでいるんだけど

まだ嫌な思いをしているとか、そういった項目にはなるんですけれども、一

定行為は止んでいる、それから、嫌な思いをしていない、といった回答して

いる児童生徒の人数ということになります。 

２回目については第３回目ということで、その次その次の調査で、そこを

やっていくというようなことです。 

髙 宮 委 員： その個人の方の、前回と今回等を見比べるということになるんですか。 

事 務 局： そうですね。一人一人に取っているので、そのとおりです。 

中 山 会 長： 京丹後の中ではそういうやり方でしてるってことだと思いますけど、ほか

の地域も同じような形でしてるっていうことで、よいわけですよね。 
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事 務 局： はい。京丹後市独自で定義をしているわけではなく、全国、京都府も同じ

定義に沿って解消率というふうなところで出しています。 

中 山 会 長： ありがとうございます。大杉課長様いかがでしょうか。 

大 杉 委 員： １人１台端末について質問なのですけども、外部に委託されており、毎日

メールでの引き継ぎ、毎月オンラインでの報告会を実施ということですけど

も、ということはリアルタイムで対応するというものではないということで

すか。 

要は、生徒が家もしくは学校でタブレットに打ち込んだ内容を、翌日とか

にまとめてメールで一斉に教育委員会側に来るという認識でいいのか、もし

くは外部委託業者が何かそこでワンアクションしてから教育委員会のほうに

引き継ぎをされるのか、この辺りの対応の時間軸をちょっと教えていただき

たいなと思います。 

事 務 局： はい。ありがとうございます。対応につきましては、リアルタイムの相談

対応の時間が夕方４時から夜の９時まで、そこで相談員がスタンバイをして

いまして、子どもから入ってきたらリアルタイムでやりとりをして、相談を

聞いたり、解決のための提案をしたりというようなやりとりをしていきま

す。 

教育委員会と外部委託業者とのやりとりですけども、その相談が始まる前

に、前日にあった相談の中で気になることについて、ちょっとこれをこんな

ふうに返していこうとかいうその方向性を確認しながら、夕方４時から９時

までの時間に臨むというやり方をしています。 

ただ、その４時から９時までの間にちょっと心配な相談であるとか、深刻

な相談が入ってきたら、お互いに電話をかけ合い、連携をして、どういう対

応をしていこうかみたいな相談をすることもありますので、基本的に子ども

たちには、夕方４時から９時までは相談員が常駐していてその間リアルタイ

ムに返していくよとの説明もしているんですけど、ただ深夜であるとか、早

朝であるとか、授業時間であるとか、そういう時間帯にはなかなかリアルタ

イムで返せないので、夕方の時間にまとめて返すというようなことをさせて

もらうこともあります。 
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大 杉 委 員： ありがとうございます。もう１つ、私は警察という立場なので、このよう

にたくさんの相談が入っておられるとは思うんですけども、警察は基本的に

刑事事件とかその辺りで対応ということになるので、そういう暴行・傷害と

かがあれば警察に相談ということがあるかと思うんですけども、毎日５件で

１,０００件ぐらいという話で思っていたよりも数が多かったので、教育委

員会の中で警察に対する情報提供もしくは連携について、ある一定の基準と

いうのは設けておられるのか。私のほうで考えるには、刑事事件とかは刑罰

法規に触れるようなことになりそうなことに関して、当然なったものも含め

てですけども、なりそうなことに関しては、警察に協力するというところが

あるかと思いますが、それ以外でも何かこのような事象があった場合は警察

に情報提供するというガイドラインみたいなものがあれば教えていただきた

いなと思っております。 

事 務 局： はい。ありがとうございます。以前、教育委員会のほうでは、ＬＩＮＥで

のいじめ相談をやっていたことがあって、ＬＩＮＥだとどの子が相談してき

たかっていうことが全く分からないというところから、当時、京丹後警察さ

んとの連携をして、ガイドラインをつくって、例えば自殺を匂わすとか、大

量に薬を飲んでいるとか、途中でそういった相談をして途切れてしまうと

か、そういったときに警察と連携をして、情報開示請求をして、個人の携帯

番号を割り出し、使っている方のお名前、連絡先を割り出して、家庭訪問す

るなり、警察と連携して動くなりとかいうことを、取り組ませてもらったこ

とがあります。 

ＳＴＡＮＤＢＹに変わり、学年と学校までが出るようになりまして、おお

よその子どものことが推測できるようになって、そこまで重大な相談も入っ

てはいないのですが、そうした相談が入ってきた際には、また相談をさせて

いただきたいというふうに思いますので、また、そのあたり相談に乗ってい

ただければありがたいなと思っております。以上です。 

中 山 会 長： ありがとうございました。それでは松本課長様、よろしいでしょうか。 

松 本 委 員： 丹後保健所の松本です。 

すいません、私はこの会議の場が初めてなもので、基本的なことをお聞き

したいんですけど、以前いじめといえば、これはいじめに当たるのかですと
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か、これはじゃれているだけだとか、プロレスごっこみたいな感じで、なか

なかいじめの対象にならなかったと思うんですけど、この調査は、資料３の

２ページ目のいじめの対応のところ、これを聞いて、アンケートを受けた子

どもたちが、こんなことをされたということで丸をして、そしてそれが１件

いじめの認知みたいな、そういうとらえ方でよろしかったでしょうか。 

事 務 局： はい。もう今は被害者をすべて守り切るというふうなスタンスなので、客

観的に他の者がどうこうじゃなくて、本人が嫌だと感じた、いじめと感じた

らもう、他の意見とか関係なくもいじめとしての認知となります。 

中 山 会 長： よろしいでしょうか。関連でいかがでしょうか。とくにありませんか。 

なければ市田委員お願いします。 

市 田 委 員： 児童相談所としてやはり気になりましたのが、端末、匿名相談ということ

で、家庭環境の内容だったというものが２.４パーセントだったというご報

告をいただいたんですが、警察さんのほうは、犯罪的なものがあったら何か

連携があるのかというご質問で、こちらとしましても、この中に重大な何か

虐待の疑いがあると認識された場合、先ほどのお話によりますと、学校と学

年はこの匿名の中でも分かるという理解でよかったんですかね。それによっ

て、だいたいこれはこの児童の可能性があるんじゃないかということが分か

り、たとえば、市の子ども家庭センターが虐待で受理をするとか、あるい

は、これはもう本当に心配だから、あなたのお名前を知りたいんだけれど、

とういうような働きかけがあるのか、そのあたりお聞きしたいなと思いまし

た。 

事 務 局： ありがとうございます。家庭環境の中には、今、市田所長さんが言われた

ように、児童虐待に関係するような相談も含まれております。 

学校と学年までが分かるようなシステムになっているので、推測ができる

というところから、その相談内容を見ていますと、８割方もう実は市の子育

て支援課の登載ケースのお子さんからの相談だろうなっていうところが、推

測できるような結果になっておりまして、残り２割につきましては新規の相

談というように思って見ているところで、そのあたりは慎重に見定めなが

ら、子育て支援課と連携をして対応すべきかどうかというところも、今後も

進めていきたいと思ってはいるんですが、なかなかその本人が「あなたのお
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名前を教えてもらえるか」っていうふうに聞いたときに、答えてもらえない

っていうことを想定しながら、そういったことを聞くことによってその相談

が途絶えてしまうということが一番心配になりますので、どこまでもその本

人が言ってもらうまで待ちながら、寄り添って相談を聞いていく。ただし、

その裏側では、子育て支援課との連携というものを想定しながら、見逃さず

に対応していきたいなというふうに考えているところです。ありがとうござ

います。 

松本教育長： 緊急の場合は特定できますよね。 

事 務 局： 緊急のときは、業者と連携して、特定のための手続きはいるんですけど、

その本人がっていうところはしっかり見定めることはできます。 

市 田 委 員： 分かりました。ありがとうございます。 

中 山 会 長： よろしいですか。関連してございますかね。 

なければ、眞柴委員よろしくお願いします。 

眞 柴 委 員： 区長連絡協議会の代表ということで、参加させてもらってます眞柴です。 

私も１０数年前まで中学校の教師でして、非常に関心のあることです。い

じめ問題につきましては担任をしていても非常に難しい問題でして、どう解

決していくのかというのは非常に難しかったです。 

解消率が非常に高いということがすごく感心事で、非常に素晴らしいなと

思うんですけども、解消の指導ですね、これ非常に難しいと思います。実質

訴えがあっても、それをどのように具体的に解消していくのかっていうのが

担任としては一番の問題なんですけど、どのような指導の方法をされたの

か。担任が指導していったのか、それとも教育委員会がされたのかというこ

とを具体的に教えていただきたいです。 

事 務 局： ありがとうございます。どこまでが正しいお答えになるかというのが非常

に難しいですが、私もこの３月までは現場にいた者です。本当におっしゃら

れるとおり、いろいろな複合的な部分があるので、先ほども申しましたよう

にアンケートに書いて、それで終わったということでは決してないと、現場

は本当にその意識は持つべきだろうなというように思っています。 

もちろん、小学校と中学校、とくに小学校は、やはり担任という部分での

関わりがどうしても多いかなというふうなところ。中学校は教科によっても
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教科担任制で変わりますし、それから、昨今各学年１クラスというふうに児

童生徒数が減少しているので、そのあたりは組織的に対応するというところ

は本当に今中学校で求められているなと思うんですけども、担任の感覚１つ

だけで「もう終わったよね、いいよね」とのとらえは本当に危険だというふ

うに思っているので、それでも何とかこう１人の目だけではなくて、いろん

なところに、それは教員だけじゃなくて、スクールカウンセラーとか心の相

談員さん、教育委員会、市から予算をつけていただいたこのアプリももちろ

んですけども、このアプリだけではなくて人とのコミュニケーションのとこ

ろから、「あれ、それってどう？」というふうな気づきであったりとか、一

つだけのアプローチでは太刀打ちできる時代じゃないと思います。 

担任の感覚、もちろんまずはそれが一つ。そして、学年、それから学校全

体、それから教育相談部であったりとか、生徒指導部であったりとか、昨今

は教育相談であるとか生徒指導、一昔前は事があったらそれに対応していく

というのが生徒指導ではあったかなと思いますが、今は教育相談と生徒指導

は一体的に取り組んでいきますというふうなことで、学校とも認識をして進

んでいるところかなというように思います。 

本当におっしゃるとおり、答えは一つというふうなことじゃなくて、小学

校も中学校も情報共有しながら、生徒に寄り添いながら、解決は本当に一つ

だけじゃないなあというようなこと思いますが、その子どもたちが安心し

て、それから裏にある保護者の方も安心して学校に任していただけるという

ふうなことを基盤にして、信頼関係をもとにして、学校というものはやって

いくしかないのかな。 

すいません、教育委員会側の意見なのか、学校側の意見なのか分からなく

なって発言しておるんですが、どうでしょう、ちょっと正しいお答えかどう

か分かりませんが、私の所感も入ってるかも知れません。失礼いたしまし

た。 

眞 柴 委 員： ありがとうございました。本当に難しいところで、指導すれば反対に「ち

くったな」ということで大変になる可能性もあるので、そのあたり担任が一

番心配するところなんです。 
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解消率が出てくるということは解消されたということを認知されるわけで

すけど、これは当人がもう解消したということで、解消の数に入るわけです

か。 

事 務 局： はい。それはそうなんです。ただし、その１回だけで終わりということじ

ゃなくて、またさらに引き続き調査もしているし、アンテナ高く張っている

というふうなところはあります。１回だけで完全に解消したというふうには

見ないようにしています。 

眞 柴 委 員： 小学校の場合は、担任先生が「だめだよ」と丁寧に説明して、子どもたち

に理解させて、納得する場合は往々にあって回収率が高いっていうのはある

んですが、中学校になるとちょっと思春期が入ってきますので、なかなか担

任だけの指導では難しい部分もたくさんあります。私も中学校の担任をずっ

としとったんですけども、本当に難しいなあという教師人生でした。やっぱ

りこのあたりが一番教師人生としては難しい問題でしたので、またいろいろ

教えてください。よろしくお願いします。 

中 山 会 長： ありがとうございました。関連してございますか。 

なければ、松村委員よろしくお願いします。 

松 村 委 員： 主任児童委員の代表として出席させてもらっておりますけども、私も以前

は教員でしたので、現場のことが推測できるんですけど、報告の中で重大事

案のことがいくつかありましたが、実際に重大事案をどう判断しておられる

のかなということを聞きながら思ってたんです。 

そしたらいじめ防止等の基本方針、市の方針の１８ページに重大事態への

対応という文章があったので、これを読ませてもらうと、基本的に重大事案

として判断するのは、児童生徒や保護者からいじめにより重大な被害が生じ

たと申し立てがあった場合というふうに明記されているんですけども、たと

えば、学校がそう判断したとか、周りのものがそう判断したみたいなことは

重大事案としては取り扱われないのかというのが１点。どういうふうにその

あたりの扱い方をしているのか。 

それからこの綴りの最後に重大事案発生時の調査報告等の流れが図示化さ

れてるんですけども、今もあったように、対応のことがすごく、調査は分か

るんですけども、調査してる段階から対応していかなければならないことと
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か、それこそ自殺とか犯罪に関わるとかっていう、そのあたりの対応のこと

がどういうふうになっていっているのか、とくに今年度なんか重大事案が発

生してる可能性があるというようなことを言われてたので、そういうあたり

のことも言える範囲でお伺いできればとは思います。 

事 務 局： ありがとうございます。重大事態の認知につきましては、改定をさせてい

ただきました基本方針のところに書いてあるとおりで、本人やその保護者か

ら申し出があった際には、重大事態が発生しているとして、調査を進めると

いうふうに明言されているんですけど、それだけではなく、学校がいじめ重

大事態として認知をしてその調査を進めるというケースもあります。 

ただ、京丹後市の場合そういったケースがまだなかったというだけに過ぎ

ないので、言ってみたら、ここの重大事態の定義に書いてある部分になるん

ですけども、いじめを受けて登校ができない状態がおおよそ年間３０日を超

える場合とか、あと心身に苦痛を感じていると、重大な被害が起こってると

いうふうにみなされる場合は重大事態として認知をしていくというような流

れになっていくのかなというように思っています。 

続きまして重大事態の対応について、非常に重要なご指摘を受けたなとい

うふうに今思って聞かせてもらいました。こちらのフローチャートは、調査

のことを書かせてもらっているに過ぎず、対応をどうしていくのかってあた

りが触れられていない、そのとおりだと思います。この調査をしながら、し

っかりと対応していくんですが、対応の基本としましては、保護者、子ども

にしっかり寄り添いながら話を聞き、子どものことを、また保護者のことを

しっかり守りきるというような体制をつくるというところが大前提ではない

かなと考えているところです。なので、いじめの解決を急ごうとして、たと

えば、加害とされる人と被害を受けた人とを向き合わせるとか、そういうこ

とを早急にするものではないと考えております。まずは寄り添って、子ども

たちの気持ちをしっかり聞いて、信頼関係を構築しながらっていうところが

非常に重要な視点であるのではないかなというふうに考えております。 

そういったところの対応につきましても、今後、何かこういった文章化で

きるようなものがあると良いととらえさせて、今聞かせてもらいましたので

そういった取組も進めていきたいというように思います。 
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中 山 会 長： ありがとうございました。関連してございますかね。 

なければ、岸本委員よろしくお願いします。 

岸 本 委 員： １点お伺いしたいと思います。重大事態が令和８年度に１件調査中という

ことであったと思いますが、この重大事態ということなんですけども、それ

までの対応というのが非常に大事なのかなというふうに思います。 

ということで、この８年度の調査中につきましてはこれまでの中であっ

た、たとえば要支援とか見守りとかっていう中から発生したのか、新たに８

年度にいきなり出てきたものなのかというあたりをちょっとお伺いしたいと

思う。 

事 務 局： はい。まさに今調査中のポイントの１つにもなっているので、少し言葉を

選ぶんですが、最終的にはどうか分かりませんが、本年度になって出てきた

というふうなことで、今のところは進めております。 

中 山 会 長： よろしいですか。引き続き適切によろしくお願いします。関連してござい

ますでしょうか。 

なければ、荻委員よろしくお願いします。 

荻 委 員： ＰＴＡを代表してというところで、子どもに一番近い相談相手なのかなと

いうふうに理解をしているんですけれども、子どもにどれだけ寄り添えられ

るかなというふうには胸に刻んでいるところではあるかなと思っています。 

いじめの調査っていうところが、京丹後市に関しては、ほぼ１００パーセ

ントに近い、いい状態なんだろうなというふうに思ってはいるんですけれど

も、その中で１人に１台端末をという、うちの子どもも家に持って帰ってき

て使っていますが、相談時間が１６時から２１時っていうところで、その時

間帯に相談できないような状況の人がどれぐらいいるかって把握できてるん

だろうかなというふうに、少し気になりました。 

事 務 局： ありがとうございます。今回の資料にはお示ししていないんですけども、

相談が入る時間みたいなものを調査したところ、夕方４時から９時までに相

談している子どもが半数はその時間帯に相談をしていた。それ以外の時間帯

にも約半数の子どもが相談をしているという実態が分かっているので、４時

から９時はリアルタイムのやりとりなんですけども、それ以外の時間に来た

ものについても、夕方４時から９時を基本にしながら、適宜返すようなこと
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はしているので、相談できないということではないということは認識をして

おいてもらいたいかなと思ってます。 

昼間返せない理由の一番大きいのが、学校授業をやっているというとき

に、その先生が授業してるのに子どもがタブレットでやりとりしてしまうと

授業妨害みたいなってしまうので、そこだけはちょっと控えているような状

況で、昼休みとか朝の時間とか、子どもに支障がない時間に返すということ

も考えて対応させてもらっています。 

荻 委 員： なかなか子どもが学校で、お友だちがいるのかどうかあれですけど、そう

いった環境で相談しにくい部分もあるのかなと思いますし、できれば１人の

ときにとか、親に相談してくれればいいんですけど、悩みのことは親に対し

てはちょっとあれなんですけれども、家でＷｉ－Ｆｉがないとかね、そうい

うことがなければいいなというふうには思います。 

事 務 局： ありがとうございます。家にＷｉ－Ｆｉがないという家庭が使えないこと

がないように、Ｗｉ－Ｆｉがない家庭にも教育委員会のほうではポケットＷ

ｉ－Ｆｉを貸し出す支援をして、すべての子どもが家に帰っても端末を使っ

て学習や相談ができるようにというような体制づくりを進めさせてもらって

います。 

中 山 会 長： ありがとうございます。関連してございますか。 

なければ、山副委員よろしくお願いします。 

山 副 委 員： 失礼します。小学校のほうです。先ほど元教職員のかた方のご意見もあっ

たんですけども、今、多分本校もですが、他の学校も、心理的安全性ってい

う、とにかく子どもたちの居場所づくりというか、安心して過ごせる学校づ

くりっていうのを、一番土台に取組を進めているというふうに思っていま

す。そういった状況がつくれると、いじめというようなこともなくなってい

くだろうという前提で取組を進めているんですけども、やっぱり子どもたち

ですので、人間関係の中でいろんなことが起きます。ですので、そのこと

も、先ほどもあったように担任だけではなくて、管理職も含めて、組織的に

何とか対応して、解決をして、また、それを学びにして、心理的安全性を高

めるっていうような繰り返しもありますし、当然、本校でも昨年度、保護者

のほうからいじめの訴えもあったんですけども、それも丁寧に保護者のお考
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えを聞き、それから子どもの考えも聞き、それから事実も確認し、被害と当

たる保護者のほうにも誠実に対応しっていうことで、やっぱり関係をつくっ

て、何とか今は解消している、あくまでも解消しているだろうという前提

で、見守っているということで、日々、心理的安全性を高める見守り活動を

させていただいている現状だというように思っています。以上です。 

中 山 会 長： ありがとうございます。それでは西村委員お願いします。 

西 村 委 員： 失礼します。私も園所のほうにいますので、実際、子どもたちの数値がこ

こに上がってくるようなことはないかなと思っていますけれども、やはり小

さい子どもたちですけれども、小さないじめであったり、いじめにならない

かなっていう事案っていうのはやっぱり感じています。その都度子どもたち

が言ってきたり保護者の方からそういう言葉を聞いたりすることもあるの

で、その時には保護者の方も含めて、担任とそれから管理職も含めて一緒に

話をしながら、あと、いろんな教育・保育する中で、見ていったりとか、経

過をたどっていったりとかっていうところを、丁寧にしているところです。 

本当に、小学校でぽつんと始まってくるのではなくて、小さいときからそ

ういう火種があるというか、そこをどういうふうに指導していこうかなって

いうところが本当に難しいところだなっていうことがあります。園所のほう

でも、いじめまではいかないですけど、物を隠したりとか、そういうことが

あるのは現状で、先ほども指導するのが難しいということを言われましたけ

れども、園所のほうでも本当にそういうところをどういうふうに子どもたち

に伝えていったらいいのかなっていうところは悩むところです。 

ただ子どもたちのいいところを見つけてやって、先ほど心理的安全性とい

うことも言われていましたけれども、子どもたちが穏やかに過ごせるよう

に、そういう気持ちで、ギスギスした気持ちになると人のことも言いたくな

ったりということがあるので、穏やかに過ごせるように子どもたちの良いと

ころ受け止めながら、そこを発信しながら、保育・教育を行っているような

ところです。 

今本当にたくさんの人数がいじめのところで上がってきて、私もびっくり

したんですけれども、その土台というか、小さいときから福祉施設のほうに

通っている子がたくさんいますので、そういうところをしっかりと対応して
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いかないといけないなっていうのは身に染みて感じたところです。以上で

す。 

中 山 会 長： ありがとうございます。蒲田委員お願いします。 

蒲 田 委 員： こども部のほうでは、要保護児童対策地域協議会というものを、子ども家

庭センターが担っています。 

先ほど児童相談所のほうからもありましたように、虐待や養育との関連で

の対応はさせていただいているところでありまして、教育委員会のほうでは

職員２名、こども部と兼務で連携しながら対応させていただいてるところな

んですけれども、今日お話を聞かせていただく中で、少し質問をさせていた

だきたいんですが、今回のいじめに関する調査では、匿名ということが基本

になっているかと思うんですが、この中におきまして先ほど虐待と疑われる

児童の話も出た中で、たとえばこの調査の中で出てきた虐待と思われる、連

携をしたほうがよいというところを、どのように例えば学校との連携の中で

判断をされているかっていうあたりと、また実際に連携をする中で、この調

査は匿名というところがあるのでどのように児童生徒でありますとか家庭と

の連携でありますとか、そのあたりは非常に難しいところではあるかと思う

んですが、どのような形でされているか教えていただけたらと思います。 

事 務 局： ありがとうございます。連携のほうでは、非常に難しい話になってくるの

かなというふうには思うんですが、令和７年度はそこまでの事例はなかった

かなというふうに思うんですが、令和６年度のことを振り返ってお話します

と、やはり自傷行為だとかっていうところにつながるような、家庭的なこと

でのストレスを抱えてるような子どもさんにつきましては放っておけないと

いうところもあって、学校と実際に連携をして、家庭の様子なんかも聞き取

りながら、対応させてもらったような事例はあります。 

学校からも、もし必要があれば子育て支援課のほうにも連携をして、虐待

通告を出してもらったらという話をするんですけども、個別の事例を申しま

してあれなんですが、家庭的なところで言うと、そのご両親は実は学校では

とても評判のいいご両親であって、子どもから見た親と学校から見た親の乖

離がすごく大きいということが分かって、非常に難しい問題をはらんでるん

だなというところが、対応していて感じた部分なんですけども、ただ、子ど
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もを守るという視点から言うと、子どもの訴えというところをしっかりとら

えて対応していくってことが大事かなというところから進めていって、そう

いった家庭については、学校でその保護者がスクールカウンセラーとかとつ

ながって相談するというような関係を取る中で、非常に家庭の環境も改善さ

れたんではないかなというふうな状況につながっているので、そういった事

例を増やしながら、こうした取組を活用しながら、匿名相談だけに終わらず

に、現実の場面にもしっかりと適用していくっていうことが非常に大切なん

じゃないかなという学びにつながっているので、なかなか難しいんですけど

も、そういったものを多く取り出して、関わっていければいいなというふう

に思っています。 

中 山 会 長： ありがとうございます。関連してございますか。 

なければ、山添委員よろしくお願いします。 

山 添 委 員： 失礼します。単純な質問で申し訳ないんですけど、聞き漏らしたかも知れ

ないんですけども、アンケートや聞き取りは年間３回実施されているという

ことなんですけど、具体的に３回目にはいじめの動画の拡散についてのアン

ケートも含まれておるということですけども、１回目、２回目というのは、

同じ内容の項目の聞き取りを、ある時期、２回目の時期ということで、進

展、それからいじめがなくなったというところを確認されてるのかというと

ころをちょっと聞かせていただけたらなと思います。 

事 務 局： ありがとうございます。１回目と２回目の項目は同じで、ただ、選択式だ

けではなくて自由な記述欄もございます。３回については独自でやってるん

ですが基本的には同じ扱いです。 

中 山 会 長： よろしいですか。ありがとうございました。 

それでは藤村課長お願いします。 

藤 村 委 員： 健康長寿福祉部のほうですけすけども、こちらでもいじめ問題に関連する

取組を行っています。健康推進課では、令和６年３月に「第３次自殺のない

まちづくり行動計画」を策定し取組を進めているところです。 

悩みを抱える人に声をかけて適切な相談機関につなぐゲートキーパーの養

成を行っていまして、受講された方が、地域や職場や学校でも支援者として

活動していただいてます。 
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また小学６年生、中学３年生、高校３年生は卒業前に、ＳＯＳの相談先を

書いたクリアファイルを配布しています。また、若年向けのＷｅｂ空間「か

くれてしまえばいいのです」というライフリンクさんのＷｅｂについても情

報提供を行っています。 

生活福祉課のほうでは、生活保護のケースワーカーがいじめの背景、家庭

環境などの課題がある世帯については、学校や子育て支援課と情報交換をし

まして、課題改善や支援を通じていじめ防止に努めておりますので、また今

後も引き続き連携しながら取組を進めていきたいと思っております。 

中 山 会 長： ありがとうございます。川村委員お願いします。 

川 村 委 員： 教育委員会の川村です。私は事務局側の立場というか、一緒に取り組んで

きているほうですので、今日皆様にご報告した内容を、今日いただいたご意

見を踏まえながら、しっかりと丁寧に取り組んでいきたいというふうに思っ

ております。 

先ほどもありましたけども、やはり児童生徒の皆さん、教員も含めて、安

心して学校生活が送れるような環境づくり、心理的安全性が保てるような取

組ですとか、予算も検討しながら、必要な取組を今後もしっかりと検討して

進めていきたいというふうに思っておりますので、関係機関の皆様には引き

続きご協力、連携をお願いしたいと思います。 

中 山 会 長： ありがとうございます。志水委員お願いします。 

志 水 委 員： 失礼いたします。市民環境部です。こちらは人権の部分で関わらせていた

だいてるということが大きいと思います。 

市民環境部では、人権擁護推進員の皆様のご協力もいただきながら、人権

問題について取組をしていますし、市としましても人権講演会、中学校への

ＤＶの研修なども行っておりまして、市民や子どもたちに人権について学ん

でいただく機会を設けて、周知を図っているということでございますので、

引き続きそのあたりはしっかりとやっていきながら、人権について考える機

会を設けていきたいというふうに考えております。 

資料のほうで少し確認をさせていただきたいのですが、資料３の、２の

（２）に未解消件数が３回目の下のほうに書いてあるんですけども、そこで

要指導という件数がずっと書かれていて、小学校３年生の件数がちょっと多
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く見えます。去年も確か小学校２年生が多いようなことだったと思いますけ

れども、そのあたり何か理由があるのかどうかを少し教えていただけたらな

というふうに思っております。 

別紙資料の１人１台端末の関係なんですけども、こちらも認知件数が増加

したということではあるんですけれども、いじめに関する相談件数が６年度

よりは少なくなっているという状況が見て取れます。そういった中で、とく

に低学年ですね１、２年生辺りの件数が少ないのかなあというふうに見える

んですけども、たとえばその機器の操作でありますとか、そういったところ

が、なかなか低学年にはやりづらいのかなということも少し考えられるんで

すけど、そのあたり何かしらの対応をされているのか、１年生は令和８年１

月からということで書いてあるんですけれども、そのあたりも意味あるのか

なというふうに思うんですけど、少し教えていただけたらなと思います。 

事 務 局： ありがとうございます。まず低学年、とくに小学生段階については、タブ

レットだけでの回答というようなことにはしておりませんでして、京都府か

ら来るのは漢字と所々のふりがなが振られた、仮名交じりのようなシートな

んですが、それに加えて京丹後市独自ですべててひらがなのものを用意した

りであるとか、そのあたりは実態に応じて使っていただいて、集計は学校の

ほうでデータ化してもらうと作業で集計はしているかなと思うので、端末が

使いにくいからといった理由で答えのほうがスムーズな集計ができないとい

うことではないのかなとは思います。 

タブレット操作につきましては確かに小学校１年生２年生不慣れっていう

ところはあるんですけども、子どもによって非常に差が大きいなと思ってい

て、スムーズに使える子もいれば、全然使えない子もいるようなところもあ

って、そのあたりがちょっと課題にはなるかなっていうふうに思うんです

が、ただ、令和６年度中の２年生の件数が非常に多いというところから、そ

の学年によって色々と異なりがあるんだろうなと思いながら見ているところ

ではあります。活用の仕方については、小学校１年生は春から使うのではな

くて、機器の操作に慣れた年明けの１月からというところで今回はお願いし

たところ件数が増えたということから考えると、やはり操作の仕方みたいな
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ものもしっかり教えていかないといけないんだろうなというところは課題と

して感じるところであります。 

あと、部長さんのほうからご質問あった、小学３年生が未解消率の中で要

指導が多いということなんですけども、これにつきましては発達課題のある

お子さんが同じその繰り返しをする中で上がってるっていう件数が非常に多

く含まれておりまして、学年として頑張ってはいるんですけど、同じ子にな

かなか指導が入らずに同じことが起こってるというところから、こういった

件数になってるっていうふうにとらえてるところです。 

中 山 会 長： 今のことに関連して、重大事態ではないにしても重大事態につながり得る

ことだということで把握をされていらっしゃるのは、統計上の数字のあらわ

れ方としては出てこないということですかね。 

事 務 局： はい。そうです。 

中 山 会 長： 何か課題が残るような、それがたとえば全体の中でそういうのが何件ある

のかというのは、準重大事態、準々重大事態みたいなものだと思うので、そ

こが分かるような形で注目して、どうみんなで向き合っていくかっていうこ

とも大切なことだと思いますけども。 

事 務 局： はい。おっしゃるとおりです。ありがとうございます。 

中 山 会 長： またそういったこともご検討ください。 

事 務 局： 分かりました。 

中 山 会 長： よろしゅうございますかね。ちょうど時間も参ったようですが、議事

（１）（２）（３）全体を通じてご質問、ご意見賜りました。 

この中で、議事３につきましては、お諮りをしていきたいというふうに思

いますので、お諮りをさせていただきます。 

議事（３）「令和８年度いじめの防止等のための活動計画（案）」につき

まして、こういった形で今年度進めさせていただくということでよろしゅう

ございますでしょうか。 

 

＜ 異 議 な し ＞  
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中 山 会 長： ありがとうございます。異議なしの声賜りました。そのようにご承認いた

だいたものとして進めさせていただきたいというふうに思います。 

それでは、本日はこのあたりで閉めたいと思いますがよろしゅうございま

すかね。そしたら、本日の議事を全て終えさせていただきたいというように

思います。進行にご協力賜りましてありがとうございます。 

学校教育課長： 委員の皆様、活発なご質問、ご協議をいただきまして、誠にありがとうご

ざいました。 

それでは閉会に移りたいと思います。閉会にあたりまして、副会長の松本

教育長から閉会の挨拶を申し上げます。 

松本教育長： 皆さん本日はいじめ問題対策連絡会議ということで、本当にご多用の中ご

出席いただきましてありがとうございます。 

また日頃から、子どもたちの安心安全な教育、生活の充実のため、さらに

はいじめ等問題事象の未然防止のため、さらには青少年の健全育成のため

に、各関係機関の皆様方には大変ご尽力いただいていることに関しまして厚

くお礼申し上げます。日頃からありがとうございます。 

今、多くの皆さんに、疑問点やご意見をいただきまして、そうした貴重な

ご意見を、今後の８年度、今ご承認いただきました取組の中で生かしていけ

たらというふうに思っております。 

皆さんもご存じのように、いじめというのは、子どもたちの心身の発達に

とって深刻な影響与える重大な問題だというふうにとらえていく必要がある

と思っていますので、様々な関係機関の皆様と連携しながら進めていかなけ

ればなかなか難しい側面もございます。特に、今日の資料にもありましたよ

うに、京丹後市は少しＳＮＳ等のインターネットを介したいじめっていう部

分の率が、京都府よりも小中とも高いという側面もございまして、なかなか

見えにくい部分ではいじめという部分の課題もあるというふうにとらえてい

ますので、そうしたところは、保護者や地域の皆さん、それから関係機関の

皆様と連携しなければなかなか改善に向かっていかなければならない部分だ

というように思いますので、今後とも皆様方との連携を深くお願い申し上げ

まして、閉会のごあいさつとさせていただきます。本日はどうもありがとう

ございました。 
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学校教育課長： それではこれをもちまして、「京丹後市いじめ問題対策連絡会議令和８年

度第１回代表者会議」を閉会させていただきます。 

本日はご出席いただきまして、誠にありがとうございました。 


